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３３－－５５．．観観測測ととイインンタターーネネッットト中中継継とと結結果果  

観測場所が当初予定通りに確保できなかったという

トラブルはあったものの、予備的に用意しておいた時

間を使って設営はなんとかでき、当日は、和歌山県南

部は天候に恵まれ、図１に示したように日食の画像を

得るという目的は達成できた。 

一方でインターネット中継については、同時最大視

聴が５１、全視聴が３５４であった。中継では、太陽の

拡大を示しつつ、周囲の音をマイクで拾って中継、適

宜解説コメントを入れた。視聴者からのチャットもあった

が、望遠鏡やネット機器の操作で忙しく対応することが

できなかった。通常の日食の天体観望会では、５０～

２００人くらいが参加するので、今回の視聴者数は水

準程度ともいえるし、やや物足りないとも言える。今回

は、視聴者を逃す要素として中継のアドレスを途中で

切り換えてしまったことがある。これはインターネット中

継通常接続する場所からでなかったために追加の認

証を求められ、その対応をしているうちに当初予約して

いたチャンネルからの中継ができなくなってしまった。

個人のアカウントでの認証によってネット中継はできた

ものの、かなり大勢の視聴者を逃す形とはなった。 

 

３３－－６６．．夜夜間間のの観観測測、、追追加加のの成成果果  

なお、今回の事業では、終了後に、ホテルへの宿泊

を行う目的として夜間の天体写真撮影を江越学芸員

が行っている。望遠鏡が不調で拡大撮影が満足にで

きなかったが、周囲のパノラマに使用できる写真の撮

影を行った。当地は奇岩である橋杭岩などの名所があ

り、また本州の最南端でもあるので、そうした場所の景

色データが取れ、自分たちの著作権で自由に使える

のは今後の展開に役立つと考えられる。 

 

３３－－７７．．運運送送返返送送上上のの問問題題、、今今後後のの展展開開  

諸事終了後、ホテルから荷物の返送を行うこととな

った。このさい、ホテルからは１６０サイズまでしか返送

できないのに対し、望遠鏡で１８０サイズのものがあっ

た。結果としてはホテルと運送業者が相談して引き取

ることになったが、不可の場合はタクシーで運送業者

の拠点まで運ぶという方法をとることになる。その場合

は帰宅の電車を遅らせるといった方法をとらざるをえな

かっただろう。 

今回は、あくまで公共交通機関を使うということで事

業を行ったが、様々なことを考えると、運送業者をチャ

ーターして運送と現地での電源を車から確保するか、

レンタカーを使用して実施する方が効率はよかったか

もしれない。事業の運営上の安全の確保などの問題

があるため簡単ではないが、観測場所などの事情によ

っては考慮すべきであろう。 

４４．．おおわわりりにに  

 本稿では、大阪では見られない日食の観測とインタ

ーネット中継のため、出張し、屋外で事業を展開する

事例について紹介した。 

 これまで行っていた事業と違う点が多々あり、テントや

ポータブル電源の有用性・必要性、運送の問題、中

継の安定性の問題など様々な経験を得ることができ

た。 

 また、今回問題になったことについては、野外遠征に

経験がある他の博物館などの先行知見を聞くべきだっ

たともいえる。 

また、ホテルやあるいは適当な公共施設等とコラボ

レーションして行うことで解決できた可能性もある。仮

に先方が天体観測については不如意でつながりがな

くても、友の会や各種のつながりを使う方法も考えられ

た。そもそも公共施設として実績がある大阪市立科学

館の信用をもっと活用する方法もあったであろう。 

 ただし、今回ほぼ独立しての事業実施ができたことは

大きく、今後の事業展開の可能性を拓く内容であった

ことは評価できる。 
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２０２４年度サイエンスガイド活動の運用報告 

 

永 原  達 哉，出 山  茂 雄，谷 坂  明 代，筒 井 満  
 

 

概 要 

 

 

本稿では、コロナ禍を乗り切り、リニューアルのための工事期間中の準備、そして新しくなった展示場 

に対応するための研修など、サイエンスガイド活動の運用について報告します。 

 

 

１１．．ササイイエエンンススガガイイドドににつついいてて 

サイエンスガイドの基本活動は大阪市立科学館の

展示場において展示解説や展示に関連した簡単な実

験（プチ・サイエンスショーと呼んでいます）を通して科

学館のモットーである「科学を楽しむ文化の振興」を実

践しています。またサイエンスガイドは施設の案内など

来館者が安全に観覧いただけるように来館者のサポ

ートも行っています。 

２０２４年度は科学館展示場を中心とした大規模改

修工事のために前半は活動を休止していましたが、新

しくなる展示場での活動の準備などを行いました。 

２２．．休休館館中中のの活活動動  

２-１．第１１次サイエンスガイド募集 

  リニューアルオープン準備などと重なり、募集期間 

 が短かったにもかかわらず、４名を採用しました。よっ

て２０２４年度サイエンスガイドは総数４４名となりました。 

２-２．展示研修 

各階毎に担当学芸員より研修を受けました。 

①７月２日（火）・６日（土）：1、２階展示場と実験の 

 ・参加者 ２日…２１人、６日…２１人 

 安全研修 

 ・１階担当：西野学芸員 

  B1F プラネタリウムのホワイエにあったカールツア 

  イス２型をアトリウムに移設し、カフェも新設されて 

    地下１階の名称をアトリウムから「ツアイス広場」 

に変わること。1 階展示場は「みんなのサイエンス 

ラボ」に名称変更し、企画展、博学連携の展示、 

ミニ実験ショー、ワークショップなどを実施する場 

所になること。 

  出口と入口が逆になり、動線が大きく変わること。 

  また1階展示の多くが4階に移設されることなど。 

  ・２階担当：石坂学芸員 

  新名称「みんなでたのしむサイエンス」 

  ５つのゾーンに分類される。 

  「ボールが転がる」 、「鏡に写る」 、「風がふく」 

  「音がなる」 、「磁石にくっつく」  

親子で楽しめる。年齢に関係なくみんなで楽しめ 

   る展示階。 

 ・実験の安全講習：猪口学芸員、木村学芸スタッフ 

 他館で起きた実験中の事故を例にした安全対策 

 など。 

②７月１２日（金）、１３日（土） 

 ・参加者 １２日・・・１９人、１３日・・・１８人 

 ・３階担当：上羽学芸員 

 新名称「物質の探究」 

鉱物・結晶 金属 セラミックス・ガラス・液晶 原

子・  

分子の発見 色の化学 高分子 私たちの未来と 

化学 大阪のものづくりと化学など、身近な世界を 

通して原子や分子を意識して見つめてもらえるよう 

な展示階になる。 

大阪を意識してステンドグラスやセラミックアートでは 

大阪のモチーフが入っていること。大阪のものづくり 

と化学では堺の包丁、泉州トンボ玉、河内木綿の関 

連で児童と染めた木綿を展示すること。スロー実験 

として、結晶の成長、金属の錆び、物質の昇華、生 

分解プラスチックの観察をできるような展示を設ける 

ことなど。 

研修の後半は、３階展示のひとつ「液晶」に関する 

プチ・サイエンスショーの解説を受けました。内容は 

以下マニュアル（図 1～3）の通りです。 
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              図の１ 

  

              図の２   

   

            図の３ 

  

 ③７月１８日（木）、２７日（土）:４階展示場 

  ・参加者 １８日・・・１８人、２７日・・・２１人 

 ・大阪と科学：嘉数学芸員 

 ・4 階全体：江越学芸員 

 「大阪と科学」では、橋本宗吉とエレキテルを 

新設する。橋本宗吉の実験の絵と模型を展示。 

大大阪と電気事業は映像で紹介。学天則がここに 

移設。 

  「私たちの宇宙」では宇宙のスケールが分かる展示 

  を中心に紹介。「科学の歴史とあゆみ」では旧名 

  「サイエンスタイムトンネル」を踏襲しつつ、光に 

  ついての新展示なども追加されることなど。 

２-３．第 1 回消防避難訓練及び職員研修 

実施日：７月１９日（金） 

出席者：２２人  

第１回消防避難訓練及び職員研修 

① 展示場全体の紹介 

② プラネタリウム、サイエンスショーの紹介 

２-４．スタッフベストをリニューアル 

 新しくなったロゴタイプを使ってベスト（図の４）を作成 

 しました。 カラーは従来からの水色を採用しました。 

 名札は 職員のデザインと同じもので作成しました。 

 

   
                 図の４ 

  

３３．．ププチチ・・ササイイエエンンススシショョーーのの改改訂訂  

新展示場に合わせてプチ・サイエンスショーの内容 

も改訂を進めています。 

① 「液晶」 

リニューアル・オープン時は想定以上の混雑でプチ 

・サイエンスショーは休止し、展示解説のみで活動 

しました。活動時間の合間を見て、控室で練習は 

行っていました。 

開始日：８月２０日 

実施回数：延べ５７２回（８～１２月） 
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    図の５（展示場３階での実施風景） 

 

② 「光の通り道」 

第２弾として旧展示場では「光ファイバー」という名

称で実施していた内容を新展示として登場した「光

の通り道」に合わせて一部新しくしました。 

  開始日：１２月１９日 

  実施回数：延べ１９回 

    
      図の６（展示場４階での実施風景） 

 

２０２４年度中には他にも「光の三原色」、「電池の 

いろいろ」、「電磁誘導その１，その 2」などを開始 

する予定です。 

 

またリニューアルに合わせてプチ・サイエンスショー 

で使用するワゴン（演示台）のデザインを以下の 

通り一新しました（図の７～１０）。 

    

                              図の７（正面） 

    

                            図の８（角面） 

      

          図の９（左面）       図の１０（右面） 

  

４４．．活活動動内内容容のの一一部部改改訂訂  

４－１．活動時間の変更 

  ガイドリーダーの勤務時間変更に伴い、サイエンス 

 ガイドの活動時間を１０：００～１６：００に変更しまし

た。 

４－２．入館方法の変更 

  活動時間の変更により、開館後に入館することに 

 なりました。展示場内を通ってサイエンスガイドの控

室に行くために、一般来館者と間違われないようにス 

タッフパスは事務所に置くことにしました。 

 

     事務所に置かれた名札ケース 

次に事務室にあるガイドの名札を電話番号の札横

に貼ることにしました。他の職員から見てもだれがガイ

ド活動をしているか分かるようにするためです（図の  

１１）。 
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             図の１１ 

控室は企画室を改装して広くなりました。事務所に

つけた携帯の番号札と同じ札に自分の名札を貼ること

によってリーダー、職員の連絡網が密になりました。 

ベストを着て朝礼の準備をします。なおベストや吊

下げ名札も新しくなりました。 

４－３．展示場での活動パターンの変更 

 1 階の「みんなのサイエンスラボ」の仕様が大きく変わ

ったために、1 階から 4 階まで偏りなくガイド活動ができ

るように担当階とその活動時間を決め、1 日のスケジュ

ールが分かるように控室の当日活動するガイドの名札

の横に階のマグネットを貼るようにしてわかりやすくしま

した。プチ・サイエンスショーの演示も誰がどの時間帯

に何を実施するのかを把握しやすくするためにマグネ

ットを演示予定のガイドの名札の横に貼るようにしまし

た。同時にプチ・サイエンスショーの道具類が入ってい

るワゴンの鍵の所在が分かるように、ワゴンの番号札を

使用しているガイドの名札の横に貼るようにしました。 

  

  

５５．．新新展展示示等等にに関関すするる研研修修 

 ①１０月３日（木）、５日（土）   

  参加者 ３日・・・７人、５日・・・１５人 

 担当：飯山学芸員 

  「鉱物・金属」について   

       

 

②１０月１１日（金）、１３日（日） 

  参加者 １１日・・・１２人、１３日・・・７人 

  担当：西野学芸員 

  「望遠鏡の歴史」について 
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③１０月１７日（木）、２６日（土） 

  参加者 １７日・・・１３人、２６日・・・８人 

  担当：石坂学芸員 

  「宇宙の階層構造」について 

 

 
 ④１０月３１日（木）、１１月２日（土） 

  参加者 ３１日・・・１１人、２日・・・１３人 

  担当：上羽学芸員 

  外部講師：加納先生（滋賀大学） 

   「高分子（柿渋）」について 

   

 

⑤１１月１０日（日）、１５日（金） 

 参加者 ８日・・・８人、１５日・・・１４人 

 担当：吉岡館長 

   「光」「発電」について 

    

 

⑥１２月５日  職員研修会 

   担当：渡部学芸員 

１階企画展「万博で夢見たサイエンス展」につい

て 

⑦１月２５日（土）、２８日（火） 

担当： 飯山学芸員 

   「構造色」について 

   参加者２５日…１１人、２８日・・・１２人  

   
 

 ６６．．最最後後にに  

  コロナ禍の数年間、ガイド活動はもちろん、ガイド 

リーダーも長期間休止となりました。活動再開後まも 

なく２０２３年１１月から２０２４年７月までは大規模な 

改修工事のために再び休止となりました。 

 改修工事期間中も毎週１回休まずにガイド全員 

にメールマガジンを使って工事などの進捗状況を 

伝えられる範囲内で配信を行いました。 

 ７月に入って行ったリニューアル前の研修では、ま 

だ展示場に入ることができずに座学だけの内容とな 

りました。大きく様変わりした館内にぶっつけ本番で 

リニューアル・オープンを迎えました。 

 最初は少し戸惑いながらも、あっという間に慣れて 
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いったガイドのみなさんの順応性の高さに感心した 

記憶はまだ新しく残っています。 

 １～４階までの展示を通じて来館者が科学の楽し 

さ、現象などを理解した時の満足感などをサポート 

する存在としてのサイエンスガイドの重要性を再認 

識しました。 

 今回の執筆に際して、リーダーとして常に運用サ 

ポートをしていただいた出山氏、谷坂氏、そして筒 

井氏にこの場を借りて厚くお礼申し上げます（永原）。 
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